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［特集］�
三遠南信地域の交流・連携の充実を目指して�
平成18年度決算を公表します�

第3回全日本実業団�
サイクルロードレースin飯田�
ホームタウンでの初レース�

沿道からの声援を力にして�

激しい雨の中を駆け抜けた�

ダイハツ・ボンシャンス飯田の選手たち�

（関連記事7ページ）�



東
三
河
、遠
州
、南
信
州
の
三
遠
南
信
地
域
は
、古
く
か
ら
地
域
同

士
の
連
携
や
交
流
が
盛
ん
で
し
た
。
現
在
、さ
ら
に
そ
の
連
携
を
深

め
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

今
回
の
特
集
は
「
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
」
や
「
三
遠

南
信
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
７
in
南
信
州
」
を
紹
介
し
ま
す
。�

�

三
遠
南
信
地
域
と
は�

�

　
三
遠
南
信
地
域
は
、愛
知
県
東

部
の
東
三
河
地
域【
三
】、静
岡
県

西
部
の
遠
州
地
域【
遠
】、長
野
県

南
部
の
南
信
州
地
域
【
南
信
】
か

ら
な
る
地
域
で
す
。�

　
天
竜
川
な
ど
中
央
構
造
線
の

川
筋
・
谷
筋
に
沿
っ
て
、
古
く
か

ら「
塩
の
道
」（
塩
や
生
糸
の
流
通
）

を
行
き
交
う
人
々
が
、民
俗
芸
能

を
は
じ
め
と
す
る
特
色
あ
る
文

化
や
、人
・
も
の
・
情
報
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
初
期
に
は
、飯
田
線
の
前
身
・

三
信
鉄
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
、連

携
が
さ
ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。�

　
今
日
三
遠
南
信
地
域
は
、人
口

２
３
０
万
人
、工
業
出
荷
額
は
13

兆
円
を
超
え
、豊
か
な
経
済
資
源

や
多
様
な
自
然
環
境
、特
色
あ
る

歴
史
・
文
化
な
ど
、都
道
府
県
を

も
上
回
る
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル（
能
力
）を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
高
度
成
長
時
代
の
地
域
開
発

が
行
き
詰
ま
り
、地
域
連
携
に
よ

る
新
た
な
発
展
が
求
め
ら
れ
る

中
で
、「
県
境
を
越
え
た
地
域
連

携
」と
い
う
先
進
事
例
の
一
つ
と

し
て
全
国
的
に
も
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
。�

�

三
遠
南
信
地
域
を
取
り
巻
く�

環
境
の
変
化�

�

　
地
域
の
骨
格
と
な
る
三
遠
南

信
自
動
車
道
・
第
二
東
名
高
速
道

路
の
整
備
が
着
実
に
進
め
ら
れ
、

三
遠
南
信
の
一
体
的
な
振
興
発

展
を
支
え
る
社
会
基
盤
が
整
い

つ
つ
あ
り
ま
す
。�

　
一
方
、平
成
の
大
合
併
に
よ
り

圏
域
の
市
町
村
が
大
き
く
再
編

さ
れ
、
ま
た
、
道
州
制
の
議
論
が

活
発
化
し
、全
国
を
８
つ
に
分
け

た
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
国
土

形
成
計
画
の
策
定
が
進
め
ら
れ

る
な
ど
、県
境
を
越
え
た
広
域
的

な
地
域
づ
く
り
の
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
三
遠
南
信
地
域
に
お
い
て
も
、

自
ら
の
発
展
の
方
向
性
を
明
確

に
示
し
、圏
域
が
一
体
と
な
っ
て

自
立
性
の
高
い
地
域
を
つ
く
り

上
げ
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

 

三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン�

�

　
こ
う
し
た
状
況
の
下
、平
成
18

・
19
年
度
で
、
地
域
住
民
、
大
学
、

経
済
界
、行
政
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
者
に
よ
り「
三
遠
南
信
地
域

連
携
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
て
い

ま
す
。�

　
三
遠
南
信
地
域
を
一
体
的
な

都
市
圏
と
し
て
、行
政
、経
済
、住

民
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
交
流
・
連
携
を
一
層
深
め
、自

昨年のサミット風景�昨年のサミット風景�昨年のサミット風景�

南信州�

遠　州�

東三河�
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■問い合わせ 三遠南信交流・リニア推進対策室　内線2223
Ｅメール　ikikaku@city.iida.nagano.jp

�

立
性
の
高
い
確
固
た
る
圏
域
を

形
成
す
る
と
と
も
に
、圏
域
の
能

力
を
更
に
高
め
て
、中
部
圏
の
み

な
ら
ず
我
が
国
の
持
続
的
な
発

展
に
お
い
て
も
積
極
的
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
三
遠
南
信
で
活
躍
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
主
体
が
こ
の
連
携
ビ
ジ

ョ
ン
を
共
有
し
、三
遠
南
信
へ
の

思
い
と
活
動
の
方
向
性
を
一
致

さ
せ
る
こ
と
で
相
乗
効
果
を
生

み
、地
域
の
振
興
発
展
が
加
速
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。�

�

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
７�

in
南
信
州（
11
／
14
）�

�

　
三
遠
南
信
地
域
の
連
携
や
一

体
的
な
振
興
発
展
を
目
的
に
、関

係
市
町
村
と
商
工
会
議
所
・
商
工

会
、国
・
県
、地
域
住
民
の
協
力
と

参
加
に
よ
り
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ

ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。�

　
平
成
５
年
度
か
ら
毎
年「
遠
州
」

「
東
三
河
」「
南
信
州
」
の
３
地
域

持
ち
回
り
で
開
催
し
、15
回
目
と

な
る
今
年
度
は
、飯
田
市
で
11
月

14
日
d
に
開
催
し
ま
す
。�

　
今
年
は「
将
来（
あ
す
）へ
の
展

望
　
―
今
、三
遠
南
信
地
域
の
新

た
な
協
創
の
と
き
ー
」を
テ
ー
マ

に
、三
遠
南
信
の
将
来
像
と
今
後

の
あ
る
べ
き
連
携
の
姿
を
指
し

示
す「
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ

ョ
ン
」の
方
向
性
を
確
認
し
ま
す
。�

　
入
場
は
無
料
で
、ど
な
た
で
も

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。�

　
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
を
希
望

す
る
方
は
、11
月
８
日
e
ま
で
に
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
飯
田

市
三
遠
南
信
交
流
・
リ
ニ
ア
推
進

対
策
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

時間�時間� 内容�内容�

三遠南信サミット2007in南信州日程（1 1月14日）

住民セッション＜セッション1＞

　住民団体による活動発表により、住民レ
ベルでの交流・連携のきっかけを探りながら、
三遠南信地域の魅力や可能性を再認識する
とともに活動の方向性について共有する機
会とします。�

サミット全体会【第1部】

『三遠南信地域連携ビジョン』の報告・説明�

▼報告　上野征洋さん�
　　　　（三遠南信地域連携ビジョン検討委員

会委員長、静岡文化芸術大学副学長）�
▼説明　戸田敏行さん�
　　　　（（社）東三河地域研究センター常務理事）�

サミット全体会【第２部】

分科会の報告�
アピール文宣言�
※三遠南信地域連携ビジョン・サミット報
告書の合意を目指します。�

分科会

○行政サミット（32市町村長による協議）�

○経済サミット（経済界参加者による協議）�

○住民セッション＜セッション２＞�
　（住民団体による協議）�

※行政、経済界、住民それぞれが、三遠南信
地域連携ビジョンの「目指す地域像」や「地
域連携事業の方針」、「重点プロジェクト」
などについて意見交換を行います。�

場所�場所�

文
化
会
館

文
化
会
館
ホ
ー
ル

文
化
会
館
ホ
ー
ル

文
化
会
館
・
人
形
劇
場

Theme of Summit

三遠南信サミット2007in南信州�

〜

〜

〜

〜

午前午前10時

午前11時45分

午前10時

午前11時45分
〜

午後0時30分

午後2時15分

午後0時30分

午後2時15分
〜

午後2時35分

午後4時10分

午後2時35分

午後4時10分
〜

午後4時40分

午後5時25分

午後4時40分

午後5時25分
〜
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商工費�
25億1,050万円�
（6.4％）�

農林水産費�
18億8,825万円（4.8％）�

消防費�
13億1,983万円（3.3％）�

議会費�
2億8,573万円（0.7％）�

労働費�
2億4,744万円（0.6％）�

その他�
7億9,299万円（2.0％）�

土木費�
45億3,016万円�
（11.4％）�

総務費�
36億8,181万円�
（9.3％）�

教育費�
43億232万円�
（10.9％）�

民生費�
93億2,813万円�
（23.5％）�

民生費�
93億2,813万円�
（23.5％）�

衛生費衛生費�
51億8,470万円万円�
（13.1％）％）�

衛生費�
51億8,470万円�
（13.1％）�

公債費公債費�
55億5,715万円万円�
（14.0％）％）�

公債費�
55億5,715万円�
（14.0％）�

396億2,901万円�

歳出�

（単位:万円）�（単位:万円）�

会　計　名 歳入決算 歳出決算

一　般　会　計� 407億5,129�

88億3,192�

491�

108億8,671�

77億5,572�

1,845�

7,939�

2,807�

7億9,303�

6億7,618�

54億  117�

2億5,977�

6億4,656�

2,514�

7,858�

1億1,128�

98億8,348�

10億2,882�

91億3,077�

9億4,642�

7億5,271�

8,240�

17億2,511�

5億2,869�

487億6,298�

895億1,427

396億2,901�

83億1,182�

491�

108億8,671�

77億2,869�

1,532�

7,314�

2,200�

7億8,324�

6億6,825�

53億  740�

2億4,783�

6億  850�

2,147�

7,787�

1億  621�

101億5,791�

19億2,760�

93億6,393�

17億5,051�

7億9,398�

1億7,709�

16億    76�

10億5,197�

496億  160�

892億3,061

事業勘定�

直診勘定�
国民健康保険特別会計�

老 人 保 健 特 別 会 計 �

介 護 保 険 特 別 会 計 �

地 方 卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計 �

駐 車 場 事 業 特 別 会 計 �

墓 地 事 業 特 別 会 計 �

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 �

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 �

下 水 道 事 業 特 別 会 計 �

介 護 老 人 保 健 施 設 特 別 会 計 �

特別養護老人ホーム特別会計�

上村デイサービスセンター特別会計�

上村しらびそ高原観光事業特別会計�

ケーブルテレビ放送事業特別会計�

収益的収支�

資本的収支�

収益的収支�

資本的収支�

収益的収支�

資本的収支�

収益的収支�

資本的収支�

病院事業会計�

市立病院�

高松分院�

水道事業会計�

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計�

計�

合　　　　　　計�

一般会計　歳出�

■問い合わせ　財政課　内線2231

　教育費、災害復旧費以外はすべて減額となり、
総額では前年度に比べ11億9,628万円（2.9%）の
減となりました。総額を抑えながらも自立度を
高め、将来にわたり持続可能な地域とするため
さまざまな事業に取り組みました。�
▼主な事業内容�
　「結いターンキャリアデザイン室」の�
　開設などの人材誘導事業�
　台湾での市田柿・南水・地場産食品の�
　販売促進、観光誘客PR活動�
　「まちなかインフォメーション�
　センター」開設�
　天龍峡活性化のための地域再生マネージャ
ー設置、史跡等保存管理計画策定�
　地域を担う人材育成のための�
　地育力向上�
　上郷小、浜井場小の耐震化工事及び�
　小中学校7校の耐震診断�
　川本喜八郎人形美術館の整備�

収益的収支・・営業などに係る収支（料金収入や職員給与など）�
資本的収支・・施設の建設などに係る収支（施設建設のための補助�
　　　　　　　金や地方債、建設費、地方債元金の償還金など）�

平成17年度決算から「実質公債費比率」という指標
が導入され、18年度は17年度と同じ17.7%でした。市
立病院建設や市民皆水洗化に向けた下水道事業への
元利償還金負担などが含まれますが、今後はこの水
準より改善していく見込みです。�
財政の弾力性を示す「経常収支比率」は83.6%と昨

年度に比べ1.7ポイント改善しており、上昇傾向に歯
止めをかけたといえます。�

財政指標の状況� 会計別の収支�

平成18年度は飯田市、上村、南信濃村合併後初の通年決算となり、特別会計も含めた決算額は892億円余でし
た。厳しい財政事情の中で、合併による行政の効率化と、行財政改革に努めながらも、３つのまちづくりを重点に施
策を行いました。�
平成19年度以降は、税源移譲で税収は増加するものの、地方交付税は削減傾向にあり、財源の確保が厳しい
状況は変わりません。行財政集中改革プランを着実に推進し、持続可能な財政経営に努めます。�

※実質公債費比率…公債費による財政負担を客観的に示す指標。普
通会計の市債の返済額から地方交付税で補てんされる額を除いた
数字に、公営企業や一部事務組合などの返済額の普通会計負担分
を足した額が、市税などの一般財源に占める割合。過去３カ年の平
均で表す。18％以上になると市債の発行に知事の許可が必要となる。
（平成18年度決算市町村全国平均15.1％：総務省速報値）�

※経常収支比率…人件費、公債費などの経常的な経費に、市税、地方
交付税などの経常的な一般財源が充当されている割合。数値が低い
ほど財政の弾力性が高いことになる。�
　（平成18年度決算市町村全国平均90.3％：総務省速報値）�

川本喜八郎人形美術館オープン（19年3月）�

�
�
�
�
�
�
�

195万円�
�

294万円�
�

656万円�
�

　1,200万円�
�

　247万円�
�

3億8,272万円�
　6億3,721万円�

・

・

・

・

・

・

・
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0 200億� 400億� 600億� 800億� 1000億�

0 20億�40億�60億�80億�100億�

市税�
134億413万円�
（32.9％）�

市税�
134億413万円�
（32.9％）�

市税�
134億413万円�
（32.9％）�

地方交付税�
108億3,599万円�
（26.6％）�

地方交付税�
108億3,599万円�
（26.6％）�

地方交付税�
108億3,599万円�
（26.6％）�

市債�
39億3,270万円�
（9.7％）�

諸収入�
19億9,449万円�
（4.9％）�

国庫支出金�
30億1,987万円�
（7.4％）�

県支出金�
16億4,279万円（4.0％）�

繰越金�
7億　5万円（1.7％）�

その他�
8億731万円（1.9％）�

地方消費税ほか�
交付金�
33億6,426万円�
（8.3％）�

分担金・負担金�
10億4,970万円（2.6％）�

歳入�
407億5,129万円�

一般会計�

主要４基金� その他基金�

特別会計�

439億5,155万円�439億5,155万円� 592億7,644万円�592億7,644万円�

427億6,918万円�427億6,918万円� 602億3,435万円�602億3,435万円�

平成17年度末�

平成18年度末�

61億8,744万円�61億8,744万円� 43億8,663万円�43億8,663万円�

61億9,157万円�61億9,157万円� 49億　919万円�49億　919万円�

平成17年度末�

平成18年度末�

105億7,407万円�105億7,407万円�

5億2,669万円�
増額�

2億2,446万円�
減額�

1,032億2,799万円�1,032億2,799万円�

1,030億 353万円�1,030億 353万円�

111億　 76万円�111億　 76万円�

（円（円）�

（円（円）�

一般会計　歳入�

市
債
（
借
金
）残
高�

「地域経済の自立度が高いまち」「地育力で人を育むまち」「誰もが安心して暮らせるまち」づくりに重点�

台湾での市田柿フェア2007（19年2月）�

トップヒルズ第二オープン（18年10月）�

行財政改革の取り組みと�
基金・市債の状況�

基
金
（
貯
金
）残
高�

平成18年度決算を公表します�

行財政改革大綱を基本方針に、民営化・委託化の推進、
事務事業の見直しや職員数・職員給与の抑制などに
取り組みました。この成果の現れとして一般会計の
基金（貯金）を5億2,669万円積み増しすることができ
ました。中でも主要４基金については、平成11年度か
ら増加傾向にあります。�
市債は「返済額より借
入額を抑える」こととし、
一般会計の市債残高を前
年度に比べ約12億円減額
しました。�

※主要4基金�
　財政調整基金、減債基金、公共
施設等整備基金、ふるさと基金�

○市の基幹的な収入である市税は前年度と比
べ3.7％の増となりました。これは、固定資産
税が評価替えにより4.8％減の63億8,263万
円になったものの、税制改正により個人市民
税が9.3％増の39億1,194万円に、また、一部
の業種で業績の回復が見られ法人市民税が
10.5％増の14億9,163万円になったためです。�

○地方交付税全体では1.2％の減となり、中でも
特別交付税は合併による直接的な経費がな
くなり10.7％の減となりました。�

○市税の収納率は0.8ポイント上昇し94.8％と
なり、２年連続して上昇しました。県内19市

の中で２番目の高
水準にあり、財源の
確保に重要な役割
を果たしています。�

� 2007.11.1［広報いいだ］�
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対談風景�

西中学校生徒からの事例発表（丸山地区）� 「家族と暮らすことが一番」と丸山すまさん�

　10月1日から、地区ごとに開催しています。第1部とし

て「これからの人材サイクル」について、第2部として

「地区の取り組みと課題」について懇談をしています。

今月13日まで開催します。�

　10月6日、「総務大臣とのくるまざ対

話in長野」が飯田市で行われました。増

田寛也総務大臣が初めて飯田を訪れ、

牧野市長をはじめ、県内市町村の首長

などと対談をしました。また、その前後に

は、農家民泊の現場で食事をしながらＵＩ

ターン語りストの皆さんと懇談をしたり、

地域コミュニティ活動や、飯田が誇るグ

リーンツーリズム事業を視察したりと、飯

田の魅力を存分にご覧いただきました。�

　敬老の日に合わせて、市長を始め理事者が、高齢

者宅を訪問してお祝いを申し上げました。長生きの秘

訣やこれからの目標を笑顔で話される姿に、こちらが元

気をいただきました。�

飯田の魅力を体験して�
総務大臣来訪�

理事者による高齢者敬老訪問�

いつまでもお元気で�
市政懇談会�

活発な意見交換を�

りんご狩りを体験�
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　9月30日、龍江・千代地区を舞台に行

われました。３回目となる今回は、飯田市

を本拠地とする「ダイハツ・ボンシャンス

飯田」チームが初めて参戦したこともあ

って、雨天にもかかわらず多くの市民の

皆さんが沿道で大きな声援を送っていま

した。時には激しく降りつける雨の中、温

かい声援を受けながら、アップダウンの厳

しいコースで熱いレースが繰り広げられま

した。�

　10月13日・14日、中央公園で開催しました。庭木や苗

木の販売や、植物の名前を当てるクイズコーナーなどもあ

りました。また、植栽木（ムラサキシキブ、シロシキブ）の無

料配付が行われ、大勢の皆さんが苗木を受け取っていま

した。�

緑あふれる飯田に�
飯田都市緑化祭�
�

全日本実業団サイクルロードレースin飯田�

雨の山岳コースに挑む�

りんご畑の間を走る選手たち�

植栽木の配付をしました�

ゴール前のスプリント勝負は見応えあり�
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子
宮
筋
腫
は
、
産
婦
人
科
の

診
療
で
多
く
見
ら
れ
る
疾
患
の

一
つ
で
す
。
患
者
さ
ん
に
は
、
全

く
症
状
の
な
い
方
か
ら
、
緊
急

の
処
置
を
要
す
る
方
ま
で
い
ま

す
。
子
宮
筋
腫
を
診
断
す
る
に

は
、
膣
鏡
診
（
膣
内
の
観
察
）、

内
診
、
超
音
波
検
査
を
ま
ず
行

い
ま
す
。
手
術
を
考
慮
す
る
場

合
や
、
子
宮
筋
腫
以
外
の
病
気

が
疑
わ
れ
る
な
ど
の
場
合
に
は
、

腹
部
骨
盤
Ｃ
Ｔ
検
査
や
骨
盤
Ｍ

Ｒ
Ｉ
検
査
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。�

子
宮
筋
腫
と
似
た
症
状
や
画

像
を
あ
ら
わ
す
病
気
と
し
て
、

卵
巣
腫
瘍
、
子
宮
内
膜
症
（
子
宮

腺
筋
症
）、
子
宮
肉
腫
、
子
宮
体

が
ん
、
子
宮
奇
形
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
子
宮
筋
腫
は
、
子
宮

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
で
き
、

ま
た
筋
腫
内
で
液
状
化
、
脂
肪

化
、
石
灰
化
、
内
出
血
な
ど
の
性

質
変
化
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る

た
め
、
多
種
多
様
の
像
を
呈
し

て
、
診
断
に
苦
慮
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
も
多
く
経
験
し
ま
す
。「
た

か
が
筋
腫
、
さ
れ
ど
筋
腫
」
で

す
。�以

前
は
子
宮
筋
腫
と
診
断
さ

れ
た
場
合
、
無
症
状
で
も
拳
大

く
ら
い
の
筋
腫
は
手
術
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
最
近

は
、
筋
腫
が
あ
る
程
度
大
き
く

て
も
、
典
型
的
な
画
像
所
見
で

無
症
状
で
あ
れ
ば
、
定
期
的
に

検
診
を
行
う
の
み
で
手
術
を
積

極
的
に
勧
め
る
こ
と
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
手
術
を
要
す
る

典
型
例
と
し
て
は
、
急
速
に
増

大
す
る
場
合
や
出
血
・
腹
痛
な

ど
の
症
状
が
あ
り
他
の
治
療
で

改
善
し
な
い
場
合
、
不
妊
の
原

因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
場
合
な

ど
が
あ
り
ま
す
。�

子
宮
筋
腫
の
基
本
的
な
治
療

法
は
手
術
で
す
。
妊
娠
を
望
ま

な
い
患
者
さ
ん
で
あ
れ
ば
子
宮

全
摘
術
を
、
妊
娠
を
望
む
患
者

さ
ん
で
あ
れ
ば
子
宮
筋
腫
核
出

術
を
選
択
し
ま
す
。
筋
腫
の
大

き
さ
・
場
所
に
よ
っ
て
は
腹
腔

鏡
で
手
術
を
行
う
病
院
も
あ
り

ま
す
。�

薬
物
療
法
と
し
て
は
、
生
理

を
止
め
て
筋
腫
の
縮
小
を
目
的

と
す
る
薬
剤
の
注
射
や
、
点
鼻

吸
入
薬
も
あ
り
ま
す
が
、
効
果

が
短
期
間
な
た
め
、
主
に
閉
経

間
近
や
手
術
前
の
患
者
さ
ん
に

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

子
宮
動
脈
塞
栓
術
や
集
束
超
音

波
治
療
と
い
っ
た
、
切
ら
ず
に

治
す
方
法
も
試
み
ら
れ
て
き
て

い
ま
す
。�

子
宮
筋
腫
に
つ
い
て
（
下
）�

飯田市立病院�
〒395-8502 飯田市八幡町438�
TEL.0265-21-1255

飯
田
市
長
　
牧
野
光
朗
�

そ
の
３５
�

若
者
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
「
青
少
年
ホ
ー
ム
」�

去
る
10
月
6
日
に
増
田

総
務
大
臣
が
初
め
て
来
飯
さ

れ
た
折
に
、
体
験
教
育
旅
行

の
受
け
入
れ
先
の
一つ
で
あ
る

伊
賀
良
の
「
楽
珍
房
」
で
、

か
ぶ
ち
ゃ
ん
農
園
の
鏑
木
社
長
、

ダ
イ
ハ
ツ
・
ボ
ン
シ
ャ
ン
ス
飯

田
の
福
島
代
表
、
そ
し
て
金

谷
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
顔
を
そ
ろ
え
、
南
信
州
の

秋
の
味
覚
が
並
ぶ
円
卓
を
囲

ん
で
結
い
タ
ー
ン
談
義
に
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。�

お
三
方
と
も
地
縁
、
血
縁

が
な
い
当
地
に
や
っ
て
来
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
飯
田
の

情
報
発
信
に
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
話
を
、
増
田
大
臣

も
興
味
深
く
聞
い
て
お
ら
れ

ま
し
た
。�

こ
う
し
た
方
々
の
ご
努
力

も
あ
っ
て
若
者
定
住
は
段
々

と
進
ん
で
き
ま
し
た
が
、
当

地
で
暮
ら
し
た
こ
と
の
な
い

若
い
人
が
、
友
人
や
相
談
相

手
、
あ
る
い
は
人
生
の
パ
ー

ト
ナ
ー
を
見
つ
け
る
の
は
そ

う
簡
単
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

松
尾
に
あ
る
「
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や

趣
味
の
活
動
を
通
じ
て
、
こ

う
し
た
課
題
の
解
決
を
目
指

し
て
い
ま
す
。�

折
し
も
大
臣
来
飯
の
一
週

間
後
に
開
催
さ
れ
た
「
ホ
ー

ム
祭
」
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

ゲ
ー
ム
や
音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、

若
者
の
パ
ワ
ー
に
感
銘
し
ま

し
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
活

動
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い

な
い
よ
う
で
、
青
少
年
ホ
ー

ム
で
は
、
若
者
た
ち
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
拠
点
に
ふ
さ
わ
し

い
愛
称
を
目
下
検
討
し
て
い

ま
す
。�

市立病院　産婦人科�
小倉  寛 則  医師�
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毎月市民の皆さんに、�

1. 私の健康法�

2. 感動したこと�

3. 今がんばっていること�

4. まちづくりへの提言�

以上の項目から選んで�

語っていただき、�

次の方にバトンタッチする�

「リレートーク」です。�

次はあなたの番かも…�

命を救いたい�

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と�

　私の将来の夢は、かん護師になる事です。

なぜかと言うと、前に私のおじいさんが亡くなっ

てしまって、とても悲しい気持ちになってし

まいました。なので、ほかの人にはなるべく

悲しい気持ちになってほしくはないと思いま

した。人の役に立つかん護師になって命を助

けたいです。あと、お母さんもかん護師なので、もし分からな

い事があったらお母さんにも聞けるので、将来はかん護師にな

りたいなと思いました。少しでも人の命を救えたら良いです。�

フィギュアの魅力に�
触れてみて�

　11月3日（祝）に、川本喜八郎人形美
術館周辺市街地において「インターナ
ショナル・フィギュア・マーケット
（IFM）2007」を開催します。これは
現代の人形文化の一つの象徴である
“フィギュア（＝人の形をした造形
物）”を中心とした催しです。�
　現代に息づく“フィギュア”という
新しい創造芸術を老若男女を問わず楽
しんでいただきたい、そして、参加し
てよかったと思える心あたたかいイベ
ントにしていきたいと思います。そう

したことが、次世代の文化へとさらに
進化する源になると確信しています。�
　是非、多くの皆様にフィギュアと触
れ合っていただきたいと思います。�
【IFMの主な内容】�
●フィギュア・フリーマーケット�
●フィギュアを巡る匠たち展�
　（アーティスト3名による個展）�
●キッズ企画（ティラノサウルス塗装
コンテスト、マスコット・キャラを
使ったお絵かきコーナー）�
●有名店・メーカーの蔵出しお宝市
（「ウルトラマン」世界先行販売・
「三国志５体セット」限定発売等）�
詳細は　http://www.iida-idea.jp/ifm/

インターナショナル・フィギュア・マーケット　 �

実行委員会　実行委員長　伊藤　昇 さん�

ひら�さわ�み�ゆう�

平澤未優 さん�
（千代小６年）�

先月の中嶋 靖恵 さん（上郷）からのリレー�

とう�い� のぼる�

ま
つ�

ざ
わ�

と
お
る�

　
飯
田
市
に
移
り
住
み
約
半
年
、
趣
味
で

あ
る
山
歩
き
が
一
段
と
楽
し
く
な
り
ま
し

た
。
お
気
に
入
り
の
ス
テ
ッ
キ
を
手
入
れ

し
な
が
ら
地
図
を
広
げ
、
週
末
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
�

　
今
は
ま
だ
低
い
山
ば
か
り
を
ア
タ
ッ
ク

し
て
い
ま
す
が
、
低
く
て
も
信
州
の
山
に

は
、
他
に
は
な
い
魅
力
を
感
じ
ま
す
。
懐

の
深
い
山
容
、
大
地
の
意
志
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
尾
根
、
多
様
な
動
植
物
、
そ
し
て

人
と
の
出
逢
い
。
�

　
そ
ん
な
魅
力
的
な
山
々
は
登
山
愛
好
者

に
「
信
州
恋
峰
（
し
ん
し
ゅ
う
れ
ん
ぽ
う
）
」

と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
�

　
私
も
「
恋
峰
」
に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
山
人
と
し
て
、
ま
た
、
飯
田
の
人
間
と

し
て
、
こ
の
土
地
を
愛
し
、
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
山
を
登
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
�

松
沢
　
徹
さ
ん
（
鼎
）�
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市
政
の
各
分
野
で
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
市

政
功
労
者
表
彰
式
を
十
月
一
日
に
行
い
、

市
長
か
ら
表
彰
状
感
謝
状
を
贈
り
ま

し
た
。�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）�

平成19年度市政功労者表彰�

市
議
会
議
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

市
議
会
議
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

市
議
会
議
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

市
議
会
議
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

市
議
会
議
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

市
議
会
議
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

自
治
会
長
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

自
治
会
長
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

公
民
館
長
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

公
民
館
長
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

公
民
館
運
営
審
議
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

公
民
館
運
営
審
議
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

公
民
館
運
営
審
議
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

文
化
財
審
議
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

薬
剤
師
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

社
会
福
祉
充
実
の
た
め
軽
貨
物
自
動
車
を
寄
付

さ
れ
た�

社
会
福
祉
充
実
の
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た�

社
会
福
祉
充
実
の
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た�

平
和
活
動
に
資
す
る
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た�

ム
ト
ス
事
業
推
進
の
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た�

公
共
施
設
充
実
の
た
め
液
晶
テ
レ
ビ
を
寄
付
さ
れ
た�

芸
術
文
化
向
上
の
た
め
美
術
品
を
寄
付
さ
れ
た�

学
術
文
化
向
上
の
た
め
書
画
を
寄
付
さ
れ
た�

防
犯
対
策
向
上
の
た
め
防
犯
教
材
を
寄
付
さ
れ
た�

公
共
施
設
充
実
の
た
め
時
計
等
を
寄
付
さ
れ
た�

社
会
福
祉
充
実
の
た
め
食
料
品
を
寄
付
さ
れ
た�

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た�

公
共
施
設
充
実
の
た
め
時
計
等
を
寄
付
さ
れ
た�

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た�

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た�

療
養
環
境
向
上
の
た
め
空
気
清
浄
機
を
寄
付
さ
れ
た�

学
術
文
化
向
上
の
た
め
書
物
を
寄
付
さ
れ
た�

市
政
に
寄
与
す
る
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た�

社
会
振
興
並
び
に
教
育
活
動
に
資
す
る
た
め
多
額
の
寄

付
を
さ
れ
た�

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た�

市
政
に
寄
与
す
る
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た�

上
澤
　
義
一�

矢
澤
　
芳
文�

原
　
　
勉�

中
島
武
津
雄�

佐
々
木
重
光�

清
水
　
可
晴�

荒
尾
　
吉
博�

正
木
　
文
夫�

片
桐
　
清
之�

深
尾
善
一
郎�

古
田
　
益
美�

熊
谷
　
清�

小
林
　
賢
二�

北
城
　
節
雄�

下
平
ひ
と
み�

財
団
法
人 

中
部
公
衆
医
学
研
究
所�

渡
邉
千
代
子�

勝
岡
つ
ね
子�

南
井
　
忠
夫�

平
田
　
達�

株
式
会
社 

飯
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ�

藤
林
　
徳
扇�

松
居
佳
代
子�

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

飯
伊
学
生
防
犯
対
策
支
援
協
会�

飯
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ�

木
下
　
祐
一�

木
下
　
長
志�

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
飯
田�

綿
半
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

株
式
会
社�

野
原
産
業 

株
式
会
社�

夏
目
光
学 

株
式
会
社�

後
藤
三
枝
子�

株
式
会
社 

エ
ヌ
・
イ
ー�

吉
澤
　
貞
夫�

松
村
　
弘
芳�

土
屋
　
昌
亮�

当日の式典にご出席いただいた皆さん�



■問い合わせ　公園事務局　10265（59）8080　ＦＡＸ0265（59）8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

これからの予定�
食の工房体験学習��
10:30～13:00�
▼ねぎもちづくり�
11月18日a　材料費：100円�

▼窯焼きピザづくり（トマトソース）�
11月25日a　材料費：150円�

▼りんごのクランブル�
12月9日a　材料費：100円�
▼窯焼きピザづくり（マルガリータ）�
12月16日a　材料費：150円�

※このほか祝日を中心に楽しい企画がいっぱい！企画の持ち込みやボランティアも募集しています。�

土の工房体験学習��
10:00～12:00､13:30～15:00�
▼ぼくらの村づくり③�
12月15日g

▼ブーメランを作ろう　　　　11月3日-�
▼糸電話で遊ぼう　　　　　　11月4日a�
▼レジ袋凧を作ろう　　　　　11月11日a�
▼ミラーボックスを作ろう　　11月17日g�
▼ポケットルーペを作ろう　　11月18日a�
▼万華鏡を作ろう　　　　　　11月25日a

森森探検隊��
▼紅葉の山へハイキングに行こう�
11月23日-　10:00～13:30�
集合場所：おしぼら休憩所�
▼冬のしぜんかんさつ�
12月1日g　13:30～15:00�
集合場所：なかまの館�

理科実験ミュージアム　�
　10:00～12:00､13:00～15:00

その他のイベント��
▼羊の毛でクリスマスの�
ティーマット作り（要予約）�
11月16日f　10:30～､13:30～�

▼羊の毛でアクセサリーを作ろう�
11月23日-・24日g・25日a�
12月1日g　10:30～15:00�
▼森のぽかぽかクリスマス（要予約）�
12月2日a　10:00～16:00�
▼ポリマークレイでキーホルダー�
を作ろう�
12月2日a　10:00～15:00�

※材料費など詳細はお問い合わせください。�

なかまの館体験学習��
10:00～12:00、13:30～15:00�
▼ラミネート押し花に挑戦！�
11月17日g�

▼クリスマスリースを作ろう�
12月8日g

通信�

これからの講座予定�
対象:小学3年生以上　★基本時間  9:00～11:00

持ち物：汚れても良い服装、軍手、水筒�
▼その1　そば刈り�
11月17日（土）　13:00～15:00�

▼その2　そばの脱穀�
11月24日（土）　13:00～15:00

Pick Up

▼写真講座　作品展準備（成人講座）�
11月21日d　持ち物：カメラ、水筒�

▼秋の押し花作りと手作り納豆の味見�
12月１日g　9:00～12:00　持ち物：水筒�

3回連続のそば作り講座
です。12月においしいそば
を食べられるように、みんな
でがんばりましょう。�

▼クリスマスツリーの土台作り�
11月17日g　持ち物：汚れても良い服装、水筒�

▼納豆作り�
11月24日g　持ち物：エプロン� ▼水辺の楽校ウオーキング�

12月8日g　15:00～16:00�
持ち物：水筒、タオル�

▼絵手紙を作ろう12「年賀状作成」（成人講座）�
12月6日e�
持ち物：絵手紙用の印（お持ちの方のみ）�

※事前申込が必要、筆記用具持参�

▼ハンダごてで絵を描こう�
12月8日g

※そばの実り具合、天候などに
より日時が変更となる場合
があります。�

対象:小学3年生以上�

天竜川総合学習館�

通信�■申し込み・問い合わせ�　天竜川総合学習館かわらんべ　10265（27）6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

� 2007.11.1［広報いいだ］�
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税目�

納期�

11月の納税

国民健康保険税(11月分)

11月30日(金)

納税には便利な口座振替を�
ご利用ください�

152

至上村�

至平岡�

遠山川�

保�
小�

遠山局�

和田大橋�

★�
南信濃�
地域交流センター�

旧南信濃�
自治振興センター�

南信濃地域交流センター
（南信濃自治振興センター）

〒399-1311　飯田市南信濃和田2596-3

かぐらの湯�

Ｎ�

南
信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー�

新
施
設
で
業
務
開
始�

郷
土
日
本
画
家
遺
作
展�

第
　
回
勤
労
者
ま
つ
り�

10

����

位
置
し
、
木
材
を
生
か
し
た
建

物
で
す
。
三
遠
南
信
地
域
の
交

流
、
遠
山
地
区
の
災
害
対
策
の

拠
点
と
し
て
の
機
能
と
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
併
せ�

持
っ
て
い
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

○
新
住
所
　�

　
〒
３
９
９
―
１
３
１
１�

　
飯
田
市
南
信
濃
和
田
２
５
９

　
６
―
３�

　
南
信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー�

　
1
０
２
６
０（
３
４
）５
１
１
１�

※
電
話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。�

�

���

　
郷
土
の
日
本
画
家
の
遺
作（
１

画
家
１
作
品
）
を
多
く
の
皆
さ

ん
に
鑑
賞
い
た
だ
く
た
め
「
郷

土
日
本
画
家
遺
作
展
」
を
開
催

し
ま
す
。�

　
１０
年
に
１
度
の
開
催
で
す
。

個
人
が
所
蔵
し
て
い
る
た
め
日

ご
ろ
目
に
触
れ
る
機
会
の
少
な

い
作
品
も
出
品
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時�

　
１１
月
３
日
-
〜
１１
日
a�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
３０
分�

※
１１
月
１１
日
a
は
、
午
後
３
時

　
ま
で
。�

▼
展
示
作
品�

　
日
夏
耿
之
介
「
五
鈷
鈴
と
月

　
今
宵
」、仲
村
進「
牛
・
哀
歌
」、

　
片
桐
白
登
「
惜
夏
競
艶
」
な

　
ど
１
６
２
作
品
を
展
示
。�

▼
郷
土
日
本
画
家
遺
作
集
発
刊�

○
規
格�

　
Ｂ
５
版
、
単
色
刷
り
（
一
部

　
カ
ラ
ー
）、
１
９
２
ペ
ー
ジ�

○
価
格
　
　
　
２
、０
０
０
円�

○
販
売
部
数
　
１
、２
０
０
部�

○
販
売
場
所�

　
飯
田
市
公
民
館
、
各
地
区
公

　
民
館
、
美
術
博
物
館�

��������

※
１１
月
３
日
-
か
ら
販
売
開
始

　
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
飯
田
市
公
民
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）１
１
３
２�

���

　
親
子
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
２３
日
-�

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時�

▼
場
所
　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
（
東
栄
町
）�

※
Ｊ
Ａ「
お
よ
り
て
ふ
ぁ
ー
む
」

　（
旧
天
龍
社
）
駐
車
場
か
ら�

　
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
勤
労
者
ま
つ
り
実
行
委
員
会�

　（
産
業
振
興
支
援
課
　
労
政

　
雇
用
人
材
誘
導
係
）�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）６
０
７
８�

�����������

　
現
在
の
南
信
濃
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー
で
の
業
務
は
、
１１
月
１６

日
f
で
終
了
し
、
１１
月
１９
日
b

か
ら
、
建
設
中
の
新
施
設
「
南

信
濃
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」（
左

図
）
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。�

　
新
施
設
は
、
和
田
大
橋
東
に�

ご
こ
れ
い�

こ
よ
い�

う
し�

あ
い
か�

せ
っ
か
き
ょ
う
え
ん�

つ
き�
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飯
伊
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア�

子
供
科
学
工
作
教
室�

人
権
ネ
ッ
ト
　
い
い
だ�

全
国
青
少
年
健
全
育
成�

強
調
月
間�

子
ど
も
に
読
ん
で
ほ
し
い�

翻
訳
児
童
文
学�

使
用
期
間
の
長
い�

家
電
製
品
は
点
検
を�

落
ち
葉
な
ど
の�

焼
却
に
つ
い
て�

���
　
「
も
の
づ
く
り
」
や
「
最
新
の

科
学
」
を
、楽
し
み
な
が
ら
体

験
で
き
ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
２３
日
-�

○
午
前
の
部�

　
午
前
１０
時
〜
正
午�

○
午
後
の
部�

　
午
後
１
時
〜
３
時�

▼
場
所
　
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー�

▼
内
容�

○
午
前
の
部�

　
「
か
ん
た
ん
　
た
の
し
い
　

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
製
作
」�

・
対
象
　
小
学
４
年
生
以
上�

・
定
員
　
４０
人�

・
参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　�

○
午
後
の
部�

　
「
超
低
温
の
世
界
と
び
っ
く

　
り
わ
く
わ
く
超
電
導
ジ
ェ
ッ

　
ト
コ
ー
ス
タ
ー
」�

・
対
象
　
小
学
１
年
生
以
上�

・
定
員
　
５０
人
程
度�

・
参
加
費
　
無
料�

▼
申
込
方
法
　
詳
細
は
学
校
を

　
通
じ
て
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　
　
　�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
工
業
課
　
工
業
振
興
係�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）５
６
４
４�

���

　
人
権
問
題
に
対
す
る
正
し
い

理
解
と
知
識
を
深
め
ま
す
。�

▼
日
時
　
１２
月
９
日
a�

　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分�

▼
場
所
　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー�

▼
内
容�

○
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
演
奏�

○
人
権
の
花
運
動
感
謝
状
贈
呈�

○
人
権
作
文
の
表
彰�

○
講
演
会�

・
演
題
「
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
に
願

　
い
を
込
め
て
」�

・
時
間�

　
午
後
３
時
〜
４
時
３０
分�

・
講
師�

　
横
田
滋
さ
ん
・
早
紀
江
さ
ん

　
夫
妻
（
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者

　
家
族
会
）�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�

���

　
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
、
出
会
い
系
サ

イ
ト
な
ど
を
介
し
た
性
犯
罪
被

害
、
い
じ
め
や
児
童
虐
待
な
ど

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
青
少
年
に
有
害
な
自

動
販
売
機
の
設
置
事
例
が
飯
田

下
伊
那
地
域
で
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
「
地
域

の
子
ど
も
は
地
域
で
見
守
り
育

て
る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
「
有

害
自
動
販
売
機
ノ
ー
運
動
」
な

ど
、
青
少
年
が
健
全
に
育
つ
環

境
づ
く
り
を
地
域
の
力
で
進
め

ま
し
ょ
う
。�

※
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
、

　
下
伊
那
地
方
事
務
所
で
は
、

　
有
害
自
動
販
売
機
設
置
防
止

　
撤
去
に
関
す
る
相
談
を
受
け

　
付
け
て
い
ま
す
。
　�

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ�

○
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課�

　
内
線
３
５
７
１�

○
下
伊
那
地
方
事
務
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）０
４
７
４�

���

　
翻
訳
児
童
文
学
の
魅
力
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。�

▼
テ
ー
マ
　
翻
訳
児
童
文
学
を

　
読
む
意
味
に
つ
い
て�

▼
日
時
　
１１
月
１７
日
g�

　
午
前
１０
時
〜
正
午�

▼
講
師
　
猪
熊
葉
子
さ
ん�

　（
児
童
文
学
者
・
聖
心
女
子

　
大
学
名
誉
教
授
）�

▼
場
所�

　
中
央
図
書
館
２
階�

▼
参
加
費
　
５
０
０
円�

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
図
書
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６�

���

　
使
用
期
間
の
長
い
家
電
製
品

に
よ
る
火
災
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
家
電
製

品
を
使
用
す
る
と
き
は
、
必
ず

点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
２�

���

　
落
ち
葉
、剪
定
枝
、草
な
ど
を

燃
や
す
場
合
は
、よ
く
乾
か
し
、

燃
や
す
時
間
、
風
向
き
な
ど
を

考
慮
し
て
、
ご
近
所
に
煙
や
臭

い
で
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

　
ま
た
、
火
災
と
間
違
わ
れ
る

よ
う
な
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、

事
前
に
最
寄
り
の
消
防
署
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
環
境
課
　
環
境
政
策
係�

　
内
線
５
２
４
７�

in

せ
ん�
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追
手
町
小
学
校�

化
石
標
本
室
を
公
開�

美
博
の
星
空
観
察
会�

宇
宙
を
の
ぞ
こ
う�

動物園の休園日�

■問い合わせ 動物園�
　10265（22）0416

11月 5 日b◆12日b�
   ◆19日b◆26日b

三
市
合
同
企
画
第
六
十
回�

■問い合わせ�
浜背負い祭り実行委員会�
（佐久間町高齢者等活動・生活支援促進施設内）
1053（964）0004

▼日時　11月18日a�
午前10時～午後４時�

▼場所　西渡商店街�
（浜松市天竜区佐久間町大井）�

天
竜
川
に
船
が
往
来
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
が
運
ば
れ
て

い
た
こ
ろ
、浜
松
市
天
竜
区
佐
久
間
町
大
井
西
渡（
お
お
い
に

し
ど
）は
川
の
港
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。�

こ
の
船
着
場
を
海
岸
と
同
じ
よ
う
に
「
浜
」
と
呼
び
、
そ
こ

に
荷
揚
げ
さ
れ
た
米
や
塩
な
ど
を
背
負
い
子
に
縛
っ
て
、
荷

継
ぎ
場
ま
で
の
八
丁
坂
を
登
っ
た
人
た
ち
を「
浜
背
負
い
」と

呼
ん
で
い
ま
し
た
。当
時
、男
性
は
山
や
鉱
山
で
働
い
て
い
た

の
で
、浜
背
負
い
は
女
性
中
心
の
仕
事
で
し
た
。浜
背
負
い
が

荷
揚
げ
し
た
荷
は
、
馬
や
大
八
車
な
ど
で
塩
の
道
を
運
ば
れ

て
い
き
ま
し
た
。�

こ
の
浜
背
負
い
の
苦
労
を
し
の
び
、２
年
に
１
度「
浜
背
負

い
祭
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
米
俵
を
積
ん
だ
大
八
車
や
、

浜
背
負
い
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
時
代
行
列
、重
さ
５
貫
目（
20

キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
荷
物
を
背
負
い
子
で
背
負
い
競
走
す
る
健

脚
強
力
競
走
が
行
わ
れ
、当
時
の
賑
わ
い
を
再
現

し
ま
す
。�

は

ま

し

ょ

�

浜背負い行列�

���
　
千
代
出
身
の
古
生
物
学
者
、

長
谷
川
善
和
さ
ん
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
化

石
を
見
学
で
き
ま
す
。�

▼
日
時�

　
１１
月
１１
日
a
・
２５
日
a�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時�

※
１１
月
１１
日
a
は
化
石
ク
リ
ー

　
ニ
ン
グ
、
１１
月
２５
日
a
は
化

　
石
レ
プ
リ
カ
作
成
を
体
験
で

　
き
ま
す
。�

▼
場
所�

　
追
手
町
小
学
校
化
石
標
本
室�

▼
問
い
合
わ
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美
術
博
物
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▼
テ
ー
マ�

　
秋
の
星
座
と
流
星
群�

▼
日
時
　
１１
月
１０
日
g�

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分�

▼
講
師�

　
奥
村
茂
実
さ
ん
、
平
澤
喜
代

　
重
さ
ん
、
お
月
見
天
文
同
好

　
会
の
皆
さ
ん�

▼
場
所�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室�

▼
申
込
締
切
　
１１
月
９
日
f�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
美
術
博
物
館�
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▼
テ
ー
マ�

　
秋
の
星
座
と
星
座
の
も
の
が

　
た
り�

▼
日
時
　
１１
月
１７
日
g�

　
午
後
３
時
〜
４
時
５０
分�

▼
講
師�

　
奥
村
茂
実
さ
ん
、
平
澤
喜
代

　
重
さ
ん
、
お
月
見
天
文
同
好

　
会
の
皆
さ
ん�

▼
場
所�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室�

▼
申
込
締
切
　
１１
月
１６
日
f�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
美
術
博
物
館�
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０
２
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５（
２
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１
８�
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11月25日（日）�
午後1時30分～3時�
中央図書館研修室・読書室�

11月24日（土）～12月２日（日）

竹村浪の人は郷土の歴史を後世に残そうと、
講談を創り学校等を口演してまわった人物です。
その講談は多くの人々を励ましました。�
浪の人の功績を、講談生原稿とともに紹介し
ます。講談テープもお聞きいただけます。�

※事前にご連絡いただければ展示の解説をし
ます。�

■問い合わせ　中央図書館　10265（22）0706

11月25日（日）～12月2日（日）�

特殊コレクション展

飯田の講談師　竹村浪の人�
　―敗戦と大火で荒廃した郷土に光をー�

第７回　図書館まつり第７回　図書館まつり第７回　図書館まつり第７回　図書館まつり第７回　図書館まつり第７回　図書館まつり

竹村浪の人の思い出を語る会

12月1日（土）�
午後1時～3時�
鼎文化センター�

午前10時～午後5時�
※11月29日（木）は正午～午後8時�

中央図書館研修室�

○演題　「読むことは生きる力に�
　　　　～死にたくなったら図書館へ行こう～」�
○講師　柳田邦男さん（ノンフィクション作家）�
○入場料　500円�
　中央・鼎・上郷図書館、鼎公民館でチケット販売中�
※手話通訳と要約筆記があります。�
○託児有り（20人）　おやつ代150円（当日集金）�

講演会

飯伊婦人文庫出版「みんなとだから読
めた！」の中から�
　○読書会とは何かについて報告�
　○各読書会の報告�

11月24日（土）　�
午後1時～3時�
中央図書館研修室・読書室�

飯田下伊那
読書会交流会

※11月26日（月）は休館�

竹村浪の人�

なみのひと�

浪の人ゆかりの方との座談会と展示解説会です。
竹村浪の人がどんな人物だったのか、思い出
を語り合います。展示ではわからない浪の人
の思いがけないエピソードを聞くことができ
るかもしれません。事前の申し込みは必要あ
りませんので、ぜひご参加ください。�

竹村浪の人碑（白山神社内）�

講談生原稿�
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豊かな自然環境の大平地区は、飯田市の貴重な水源地とな
っています。また、江戸・明治時代の建築様式を今に伝え、
これらの建造物と周辺の自然環境は文化的価値を有し貴重な
観光資源となっています。�
市ではこの地区を、飯田都市計画区域との一体性を確保し
ながら保全を図るため、準都市計画区域に指定することを予
定しています。皆さんのご意見をお寄せください。�
※寄せられた意見と市の考え方については、後日公表します。�

▼意見の募集期間� 11月１日（木）～12月１日（土）�
▼閲覧場所� ○市役所建設部１階　都市・地域計画課�

○市役所２階　行政資料コーナー�
○各自治振興センター�
○りんご庁舎市民証明コーナー�
○飯田市公民館、橋北・橋南・羽場・丸山・東野公民館�
※市のホームページでご覧になれます。�
　http://www.city.iida.nagano.jp/bunsho/comment/

▼意見の提出方法� 意見書に住所、氏名を明記の上、直接持参していただくか、
または郵送、ＦＡＸ、Ｅメールにより提出してください。�

都市・地域計画課または各自治振興センター�

▼閲覧時間� 午前８時30分～午後５時30分（土・日曜日、祝日を除く）�

▼意見の提出先�

■問い合わせ�
　〒395-8501　飯田市大久保町2534番地�
　飯田市役所　建設部　都市・地域計画課　内線2741�
　ＦＡＸ 0265（52）1133　Ｅメール toshichiiki@city.iida.nagano.jp

準都市計画区域とは、都市計画の手法のうちの、保全を目的とした手法を
適用できる区域です。保全すべき区域を指定することで、建築確認申請や
開発行為の届出が都市計画区域と同様に必要になります。�

犬
、
猫
の
不
妊
・
去
勢�

手
術
代
を
補
助
し
ま
す�

猫
の
飼
い
方
講
習
会�

交通事故発生状況�
（9月30日現在）�

件数・・       ・466件（－5）�

死者・・・       ・・　4人（＋3）�

傷者・・       ・578人（－20）�

（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�

�

���
　
飯
伊
動
物
愛
護
会
が
手
術
代

の
補
助
を
行
い
ま
す
。�

▼
補
助
対
象�

　
生
後
６
カ
月
以
上
の
健
康
な

　
犬
ま
た
は
猫
の
飼
育
者
で
、

　
飯
田
下
伊
那
地
域
に
お
住
ま

　
い
の
方�

※
犬
に
つ
い
て
は
狂
犬
病
予
防

　
法
に
基
づ
く
登
録
・
予
防
注

　
射
実
施
済
み
で
あ
る
こ
と
。�

▼
補
助
金
額
・
予
定
頭
数�

○
不
妊
手
術
（
雌
）�

　
４
、０
０
０
円
　
２０
頭�

○
去
勢
手
術
（
雄
）�

　
３
、０
０
０
円
　
１０
頭�

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
申
込
期
間�

　
１１
月
５
日
b
〜
１２
日
b

　（
必
着
）�

▼
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、

　
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号

　
④
犬
・
猫
の
種
類
⑤
犬
・
猫
の

　
性
別
⑥
犬
・
猫
の
年
齢
⑦
犬

　
の
場
合
は
鑑
札
ま
た
は
注
射

　
済
番
号
を
明
記
し
郵
送
し
て

　
く
だ
さ
い
。�

※
１
戸
に
つ
き
１
通
と
し
ま
す
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
３
４�

　
飯
田
市
追
手
町
２
―
６
７
８�

　
飯
伊
動
物
愛
護
会
事
務
局�

　（
飯
田
保
健
所
）�
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地
域
で
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
、
家
族
の
一
員
と

し
て
猫
を
飼
う
と
き
の
ル
ー
ル

や
疾
病
の
予
防
方
法
な
ど
を
学

び
ま
す
。�

▼
日
時�

　
１２
月
２
日
a�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

▼
場
所�

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー�

　（
東
栄
町
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
飯
伊
動
物
愛
護
会
事
務
局�

　（
飯
田
保
健
所
）�

　
1
０
２
６
５（
５
３
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４
４
６�

�
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■問い合わせ�
　環境課　環境政策係　内線5246

（平成18年度　環境計画年次報告書）�（平成18年度　環境計画年次報告書）�（平成18年度　環境計画年次報告書）�

　平成18年度「環境レポート」から、今回は「市内
の騒音測定結果」を報告します。�
　飯田市では、地域の状況に応じて目標値を設定
し、毎年、（主要な）道路に面する地域と、そうでな
い地域（一般地域）の騒音測定を実施しています。�
平成17年度の測定結果は、昼夜ともに目標値以下
の地域は「道路に面する地域」で33％、「一般地域」
で45％でした。この調査での騒音の主な原因は自
動車の通行によるものです。�

No.４�No.４�

―自動車騒音を減らすために―�
○マイカー利用を減らし、公共交通機関を
なるべく利用しましょう。�
○自動車を運転する場合は速度を控えめに
　して、エコドライブを心がけましょう。�

私たちの日常生活の中で何気なく出している音でも、
ご近所には騒音として迷惑をかけてしまうことがあ
ります。お互いに配慮して暮らしやすい環境を作っ
ていきましょう。�

交通事故の要因は、道路交通の量的増加や高齢者人口の増加、社会・経済活
動の24時間化などが考えられます。交通安全対策を効果的に推進するためには、
交通情勢の変化などに適切に対応し、実効性のある対策を重点的、計画的に実
施していく必要があります。�
そのため人命尊重の理念のもと、究極的には交通事故のない飯田市を実現す
ることを目標に「飯田市交通安全計画」を策定しました。�

この計画の詳細は防災交通課でご覧になれます。�

※市ホームページでもご覧になれます。http://www.city.iida.nagano.jp/koutuubosai/keikaku8/

■問い合わせ　危機管理部　防災交通課　内線2435

「第８次飯田市交通安全計画」は、市が県の
第８次交通安全計画に基づき作成するもので、
平成19年度から平成22年度までの交通安全
諸活動の指針となるものです。�
飯田市の区域における、道路交通の安全に

関する施策を総合的かつ計画的に推進する
ための大綱を定めたものです。�

○高齢者の事故防止�
○歩行者の交通事故防止�
○関係機関・団体との連携による
交通事故防止�

第８次飯田市交通安全計画とは 計画の要点

飯田市の状況

飯田市内における交通事故による死者数は、平成16年以降は年間2～3人で推移
してきましたが、今年は既に6人（10月18日現在）の方が亡くなっています。�
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「防災行政無線」の放送内容を
電話で聞けます（通話料無料）�

■問い合わせ�
　防災交通課　防災係　内線2432

０１２０－９１５－４６０
フリーダイヤル�

※ 携帯電話からもかかります�

飯田市職員採用試験�
試験区分� 採用予�

定人数�
受験資格（詳細は試験実施要綱参照）� 給　与　※2 第１次�

試験方法�
第１次�
試験日�資格又は免許� 年　齢� 初任給� 手当�

1人� 臨床工学技士免許取得者�
　　　　　　　　　※1

昭和52年4月2日�
以降の出生者�

178,700円�
(3年制短大卒)�
188,800円�
（大学卒）�

4.42月�
他手当�

教養試験�臨床工学技士�
第2期日程�

作文試験�
適性検査� 11月25日�

(日)

10人程度�看護師、助産師、保健師�
のいずれかの免許取得者�
　　　　　　　　　　※1

昭和47年4月2日�
以降の出生者�

201,600円�
(3年制短大卒)�
207,500円�
（大学卒）�

�
�
�

4.42月�
他手当�

教養試験�
看護職�
第3期日程�

作文試験�
適性検査�

※1　平成20年春までに行われる国家試験などにより、当該資格又は免許を取得する見込みの方を含みます。�
※2　給与は平成19年4月1日現在の内容であり、採用までの間に変更となる場合があります。また、職歴等経歴がある方は、原則として�
　　　これより高い初任給が支給されます。�

飯
田
市
職
員�

上
郷
考
古
博
秋
季
展
示�

宅
幼
老
所
な
ど
の�

開
設
説
明
会�

精
神
障
害
者
家
族
交
流
会�

シ
ニ
ア
の
た
め
の�

料
理
教
室�

飯
田
市
職
員�

��������

　
「
鏡
佰
景
―
古
墳
〜
近
世
下

伊
那
の
鏡
―
」
の
展
示
解
説
会

と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
展
示
解
説
会�

○
日
時�

　
１１
月
４
日
a
、
１２
月
１
日
g�

・
１
回
目
　
午
前
１０
時
か
ら�

・
２
回
目
　
午
後
２
時
か
ら�

▼
講
演
会�

○
演
題�

　
飯
田
下
伊
那
古
墳
時
代
の
金

　
属
器
（
仮
題
）�

○
日
時
　
１１
月
１７
日
g�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時�

○
講
師
　
片
山
祐
介
さ
ん�

▼
入
館
料�

○
大
人
　
　
　
　
２
０
０
円�

○
高
校
生
　
　
　
１
５
０
円�

○
小
・
中
学
生
　
１
０
０
円�

※
７０
歳
以
上
・
障
害
の
あ
る
方

　
は
無
料
（
１１
月
１１
日
a
ま
で
）�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
上
郷
考
古
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５�

���

　
平
成
２０
年
度
に
、宅
幼
老
所
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
の
開
設
を
考
え
て
い
る
方

を
対
象
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。�

※
開
設
す
る
施
設
に
よ
っ
て
は
、

　
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
当
日

　
ご
説
明
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
２１
日
d

　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分�

▼
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
介
護
高
齢
課
　
介
護
保
険
係�

　
内
線
５
３
９
１�

���

　
和
や
か
な
交
流
会
で
す
。�

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の

　
精
神
障
害
の
あ
る
方
の
家
族�

▼
日
時
　
１１
月
２９
日
e�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

▼
場
所
　
鼎
保
健
セ
ン
タ
ー�

▼
参
加
費
　
１
０
０
円
程
度�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
保
健
課
　
保
健
指
導
係�

　
内
線
５
５
１
５�

���

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の

　
お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方�

▼
日
時
　
１２
月
９
日
a�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時
３０
分�

▼
場
所
　
飯
田
友
の
会�

　（
高
羽
町
６
丁
目
１
０
８
）�

▼
内
容 �

　
魚
介
類
の
料
理
や
野
菜
の�

　
ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
を

　
作
っ
て
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
で

　
楽
し
み
ま
す
。�

▼
参
加
費
　
５
０
０
円�

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　
巾（
バ
ン
ダ
ナ
）、
筆
記
用
具�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�

�

�������

　
平
成
２０
年
４
月
１
日
採
用
予

定
の
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。�

▼
試
験
内
容
　
下
表�

▼
試
験
実
施
要
綱
と
受
験
申
込

　
書
の
入
手
方
法�

○
市
役
所
人
事
課
、 

各
自
治

　
振
興
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受
け

　
取
り�

○
郵
送
を
希
望
す
る
場
合�

　
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

　
信
用
封
筒
（
試
験
区
分
と
宛

　
先
明
記
、角
形
２
号
）を
同
封

　
し
人
事
課
へ
請
求�

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。�

▼
申
込
方
法�

　
次
の
書
類
を
月
〜
金
曜
日（
祝

　
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
３０

　
分
〜
午
後
５
時
３０
分
の
間
に

　
人
事
課
ま
で
本
人
ま
た
は
代

　
理
者
が
持
参
。
郵
送
も
可
。�

○
試
験
申
込
書�

○
住
所
、
氏
名
、
試
験
区
分
を

　
記
載
し
、８０
円
切
手
を
貼
っ
た�

　
長
形
３
号
封
筒�

▼
申
込
締
切�

　
１１
月
１２
日
b
（
消
印
有
効
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４

　
飯
田
市
総
務
部
　
人
事
課
　

　
内
線
３
１
３
２�

�
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講座日程�
内容� 期日� 時間�

講義�

1日目�来年１月11日f 午後7時～9時15分�

2日目�来年１月12日g 午前10時～午後6時�

3日目�来年１月13日a 午前10時～午後6時15分�

修了試験�来年2月2日g 午前10時～午後0時15分�

歴
史
研
究
所�

地
域
史
講
座�

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
講
座�

年
賀
状
を
作
ろ
う�

美
博
の
自
然
講
座�

野
菜
ソ
ム
リ
エ�

ジ
ュ
ニ
ア
・
マ
イ
ス
タ
ー
講
座�

に
電
話
し
ま
す
。

市
役
所
の
電
話
交
換
手

が
で
ま
す
。

お
知
ら
せ
に
記
載
し
て

あ
る
４
桁
の
内
線
番
号

を
お
告
げ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
の
担
当
部
署
に

電
話
が
つ
な
が
り
ま
す
。

�������

　
５
月
に
発
刊
し
た
「
満
州
移

民
―
飯
田
下
伊
那
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
の
各
章
の
執
筆
者
が
、

４
回
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
章

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。�

������

▼
第
１
回
講
座�

○
テ
ー
マ�

　
満
州
移
民
の
前
史�

　
―
１
９
２
０
、
３
０
年
代
の

　
飯
田
下
伊
那
―�

○
日
時
　
１１
月
１７
日
g�

　
午
後
２
時
〜
４
時�

○
講
師
　
鬼
塚
博
研
究
員�

▼
第
２
回
講
座�

○
テ
ー
マ�

　
満
州
移
民
の
送
出
と
開
拓
地

　
の
生
活�

○
日
時
　
１２
月
８
日
g�

　
午
後
２
時
〜
４
時�

○
講
師�

　
齊
藤
俊
江
調
査
研
究
補
助
員�

※
第
３
・
第
４
回
講
座
の
日
時

　
な
ど
は
、
広
報
い
い
だ
で�

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

▼
場
所
　
歴
史
研
究
所
研
修
室�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

���
　
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、
半
日
で
、

年
賀
状
の
裏
面
を
製
作
し
ま
す
。�

　
初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に
参

加
で
き
ま
す
。�

▼
対
象�

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
６０
歳
以

　
上
の
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
文

　
章
入
力
が
で
き
る
方�

▼
開
催
期
間�

　
１２
月
１
日
g
〜
９
日
a�

　
午
前
９
時
〜
正
午
ま
た
は
、�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分�

※
１
回
の
講
座
は
半
日
で
す
。

　
１０
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
電

　
話
で
お
申
し
込
み
の
際
に
、

　
希
望
の
日
時
を
お
伝
え
く
だ

　
さ
い
。�

▼
場
所�

　
ゆ
め
み
ら
い
プ
ラ
ザ�

　（
銀
座
２
丁
目
２
）�

▼
受
講
料 

　
１
、５
０
０
円�

　（
テ
キ
ス
ト
代
・
保
存
用
フ

　
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
含
む
）�

▼
定
員�

　
５０
人
（
１
講
座
５
人
）�

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
介
護
高
齢
課
　
高
齢
者
係�

　
内
線
５
３
８
２�

���

　
伊
那
谷
の
自
然
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
学
び
ま
す
。�

▼
ご
近
所
昆
虫
探
検
Ⅱ�

○
日
時
　
１１
月
８
日
e�

　
午
後
７
時
〜
９
時�

○
講
師
　
安
田
守
さ
ん�

　（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
・
自
然

　
写
真
家
）�

○
場
所�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室�

▼
谷
と
稜
線
を
歩
い
た
55
年�

　
〜
赤
石
山
地
、
地
質
空
白
域

　
の
解
明
を
め
ざ
す
〜�

○
日
時
　
１１
月
１７
日
g�

　
午
後
２
時
〜
４
時
３０
分�

○
講
師
　
松
島
信
幸
さ
ん�

 

（
美
術
博
物
館
顧
問
）�

○
場
所�

　
美
術
博
物
館
講
堂�

▼
資
料
代
　
１
０
０
円�

▼
問
い
合
わ
せ
　
美
術
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８�

���

　
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
初
級
編
で

あ
る
ジ
ュ
ニ
ア
・
ベ
ジ
タ
ブ
ル

＆
フ
ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
講
座

が
飯
田
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま

す
。「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
」と
は
、生

産
者
と
消
費
者
の
架
け
橋
と
し

て
、
野
菜
・
果
物
の
魅
力
や
感

動
を
伝
え
る
活
動
を
行
う
民
間

資
格
で
す
。�

�������������

▼
場
所
　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ

　
ン
タ
ー（
東
栄
町
）�

▼
受
講
料�

　
１
３
３
、３
５
０
円�

　（
試
験
料
な
ど
を
含
む
）�

▼
定
員
　
３０
人�

※
詳
細
は
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、�

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　http://w
w
w
.vege-fru.com

/�

▼
事
前
説
明
会�

○
日
時
　
１１
月
１０
日
g�

　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分�

○
場
所
　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
（
東
栄
町
）�

※
事
前
に
予
約
が
必
要
　�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
日
本
ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
フ
ル
ー

　
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
協
会
　
東
京

　
本
部�

　
1
０
３（
５
４
８
９
）７
８
３
１�

�
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飛鳥宮跡（あすかきゅうせき）、石神（いしがみ）
遺跡、水落（みずおち）遺跡、酒船石（さかふねいし）
遺跡、亀石（かめいし）遺構など、飛鳥地域の発掘
調査の成果は、新聞テレビで大きく報道され、多
くの人々の関心を集めてきました。調査が進むに
つれて、斉明朝の特殊な様相が明らかになりつつ
あります。�
斉明女帝は、大規模な土木工事を次々と強行し

て不評を買いましたが、それにもかかわらず安倍
比羅夫（あべのひらふ）に蝦夷（えみし）・粛慎（し
ゅくしん）を攻撃させ、さらには大規模な百済救
援軍を派遣するために自ら九州まで行き、そこで
死にました。その政治的な背景や論理をさぐって
行くことを通じて、斉明女帝がそうせざるをえな
かった必然性を考えたいと思います。�

2007 下半期�

各講座とも90分間の講義を4回、2日間にわたって行
います。�
※2日目の昼休みには、講師を囲んで昼食交流会を行
います（会費1,000円）�
●時間�
　1日目（土曜日）　13：30～17：00�
　2日目（日曜日）　10：00～14：30�
●場所　上郷考古博物館会議室�
　　　　（飯田市上郷別府2428-1）�
※今回は会場を変更します。ご注意ください。�
●募集人数　各講座30人�

●受講料　資料代として500円（2日間分）�
●申込方法�
　電話、ＦＡＸまたはＥメールでお申し込みください。�
※ファクシミリ・Ｅメールでのお申し込みの場合は、�
　住所・氏名・電話番号をお知らせください。�

1 0265（53）4670　FAX 0265（21）1173�
Eメール　iihr@city.iida.nagano.jp

飯田市歴史研究所�

フランス革命がめざした理念や、革命期に変革
された政治や社会の在り方をめぐる議論は、今で
も大きな意味のあることです。しかし、フランス
革命史研究は革命200周年以来変化してきてい
ます。�
当時の、とりわけ地方の農村民や都市民は革命

に何を求めたのか、バス・ノルマンディー地方オ
ルヌ県下の農村教区陳情書の内容や都市部の食
糧蜂起の動きを克明に追いかけて、その実態に迫
ります。具体的な史料を読みながら、フランス革
命の読み直しをしたいと思います。講義は、!オル
ヌ県下の農村教区陳情書の読み込み、"県東部の
食糧蜂起、#県西部のジャクリー蜂起、$国王ルイ
16世の布告と民衆、についてお話します。�

現在、世界貿易機構（WTO）で農産物貿易のル
ールづくりが進められていますが、先進諸国が自
国の農業保護政策をできる限り温存しようとして、
話し合いは容易に進みません。先進国の中で対立
があるだけでなく、先進国と後発国の間の対立も
顕著です。日本政府内でも、経産省と農水省は考
えを異にしています。第二次大戦後、自由貿易が
国際貿易の原則になったにもかかわらず、農業が
その例外とされたことが、このような複雑な利害
対立の背景にあります。�
早くに工業化を進めたイギリスを取り上げて
日本と比べ、歴史的に考えます。�

ヨーロッパ列強が、「近代」「文明」の力によって
アジア・アフリカを植民地化した「近代世界」。そ
のなかで日本は、ヨーロッパとアジアの狭間でゆ
れうごきながら、周辺のアジアを支配する植民地
帝国として膨張していきました。そして、第１次
世界大戦後には、植民地・アジアの民族自決運動
によって揺さぶられながら、日本はさらなる矛盾
をかかえこんでいきます。�
明治期の自由民権論・啓蒙思想、大正期のデモ

クラシー、昭和戦前期の社会主義など、近代日本
の思想の歩みをふりかえり、それらが東アジア（主
に中国・朝鮮・台湾）といかに向きあい、関わって
きたのかを考えます。�

斉明朝の歴史的意義�

世界経済の中での農業保護政策�

フランス革命に刻まれた民衆の思い�

近代日本思想と東アジア�

講師：栄原永遠男さん（大阪市立大学教授）�

講師：森　建資さん（東京大学教授）�

講師：近江吉明さん（専修大学教授）�

講師：米谷匡史さん（東京外国語大学准教授）�

11月24日（土）・25日（日）�

来年1月19日（土）・20日（日）�

12月15日（土）・16日（日）�

来年3月15日（土）・16日（日）�

第37講座�

第39講座�

第38講座�

第40講座�

■申し込み・問い合わせ�
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
座�

無
料
税
務
相
談�

無
料
登
記
法
律
相
談�

こ
こ
ろ
の
相
談
日�

場　所相談名 日　時 問い合わせ

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害のある方�
または�

ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１１月１３日（火）�
１３:００～１６:００�

１１月１２日（月）�
１１月２６日（月）�
１３:３０～,１５:００～�

１１月１１日（日）�
１１月１８日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
８:３０～１７:３０�

上郷保健センター�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て　�
 支援センター）�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

飯伊圏域障害者
総合支援センター
1０２６５（２４）３１８２�

地域づくり・庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援課�
内線５３０１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教育相談室�
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

場　所相談名 日　時 問い合わせ

消 費 者 相 談 �
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

男女共同参画課
内線５３５２�

相談は無料、秘密は厳守します。�各種相談所�
ジョブカフェいいだ�
労 働 相 談 �

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１１月２０日（火）�
１３：３０～１５：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
受付１５：３０まで�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週水曜日�
１３：００～１７:００�

毎週金曜日�
１３：００～１７:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

１１月９日（金）�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

子育て支援課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

ジョブカフェいいだ�
1０２６５（５３）８９６６�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

ポルトガル語�

中 国 語 �

男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

りんご庁舎３階�

市民証明コーナー�
（りんご庁舎２階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

外
国
語
相
談�

高齢者福祉相談� りんご庁舎２階� 介護高齢課�
内線５３８４�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

���
　
ク
リ
ス
マ
ス
に
備
え
、
冬
の

部
屋
飾
り
と
し
て
も
華
や
か
な

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま

す
。�

▼
対
象�

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
市

　
内
に
勤
務
す
る
お
お
む
ね
３５

　
歳
ま
で
の
方�

▼
日
時
　
１１
月
２７
日
c�

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時�

▼
講
師
　
西
尾
美
可
さ
ん�

　（
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
）�

▼
受
講
料
　
１
、
５
０
０
円�

▼
定
員
　
１５
人
（
先
着
）�

▼
持
ち
物
　
木
バ
サ
ミ�

▼
受
付
時
間�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時�

　（
日
曜
日
・
祝
日
は
午
後
５

　
時
ま
で
受
付
）�

▼
申
込
受
付
開
始�

　
１１
月
５
日
b
か
ら�

▼
申
込
方
法�

　
ホ
ー
ム
窓
口
に
受
講
料
を
持

　
参
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。
電
話
で
申
し
込
み
の
予

　
約
が
で
き
ま
す
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１�

�������

　
日
ご
ろ
か
ら
抱
え
て
い
る
悩

み
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
こ
こ
ろ

の
問
題
を
気
軽
に
相
談
で
き
る

場
と
し
て
、
こ
こ
ろ
の
相
談
日

を
設
け
て
い
ま
す
。�

　
専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
の
で
、
一
人
で

悩
ま
な
い
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。�

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。�

▼
開
設
日
時�

　
毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
日�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時�

※
今
月
は
１１
月
１２
日
b
・
２６
日

　
b
に
開
設
し
ま
す
。
１２
月
以

　
降
の
日
程
は
、
広
報
い
い
だ

　
の
各
種
相
談
所
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。�

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要�

▼
場
所�

　
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
保
健
課
　
保
健
指
導
係�

　
内
線
５
５
１
５�

���

　
不
動
産
や
会
社
の
登
記
に
関

す
る
法
律
相
談
、
財
産
管
理
な

ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。�

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
１１
月
１７
日
g�

　
午
後
１
時
〜
３
時�

▼
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
司
法
書
士
会
　
飯
田
支
部�

　
1
０
２
６
５（
２
４
）２
８
７
０�

���

　
税
理
士
会
飯
田
支
部
で
は
、

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
あ
わ

せ
、
無
料
税
務
相
談
を
行
い
ま

す
。
所
得
税
、贈
与
税
、消
費
税

の
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
１１
月
１４
日
d�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時�

▼
場
所�

　
税
理
士
会
事
務
局
（
予
約
制
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
税
理
士
会
飯
田
支
部
事
務
局�

　
1
０
２
６
５（
５
２
）３
０
９
０�
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1937（昭和12年）～�

飯田市の人口（10/1現在）■人口＝107,036人（前月比ー14）男51,249人／女55,787人  ■世帯＝37,680戸（前月比+51）�

�

飯田市広報第502号（平成元年9月1日発行）�
�
平成元年１０月７日開館の飯田市美術博物館を特集しています。
南アルプスの山々の姿を表す外観が特徴的で、飯田が生んだ
画聖・菱田春草を顕彰・記念する美術館と、伊那谷の自然と
文化をテーマとする博物館とが合併した総合的施設として、こ
れまで数多くの展示を行ってきています。�

●開館時間　午前9時30分～午後5時（入館午後4時30分まで）�

●休 館 日 　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 　一般310円（210円）、高校生200円（150円）、�

　　　　　　  小中学生100円（80円）　※（ ）内は20人以上の団体�

展示期間�

〈特別陳列〉�

飯田町に書画あり�
　　　－岩崎新太郎と井村萬之助－�

12月16日A 開演14：00�
●ホテル ニューシルク・ロビー�

12月2日A 10:00～16:00�
●かざこし子どもの森公園�

●出演　アンサンブル・ファンファール（金管アンサ
　ンブル）／原田勇一（マリンバ独奏）／ベルフレンズ�
　（ハンドベル）／宮下幸子(ソプラノ独唱)　順不同�
●チケット：800円（自由席・小学生以上・ワンドリンク）�
●プレイガイド�
　市内平安堂各店／精琴堂楽器、ジャスコ飯田店／
　ホテルニューシルク／飯田市公民館／文化会館�

「さるかにばなし」より�

職人尽歌合図巻（部分）　江戸時代前期�
井村コレクション�

ベルフレンズ�

●人形劇団ぽけっと公演　開演13:00�
　作品：「さるかにばなし」「おてがみだあれ」�
●クリスマス・リースづくり、手づくりピザ、綿菓子づ
　くり　10:00～16:00�
●参加費：家族で2,000円（大人は2人まで）�
　2人1,500円、1人1,000円�
●定　員：80組※事前の申し込みが必要です。�

森のぽかぽかクリスマス� コンサート ア･ラ･カルトVol.29�

クリスマス･コンサート�

　書画に親しんだ町飯田にあって、井村萬之助と岩崎新太郎の

書画コレクションは、最もよく知られたもののひとつでした。井村萬

之助は、竹内栖鳳（たけうち・せいほう）や木島桜谷（このしま・お

うこく）といった京都画壇の画家たちと交流を持ち、新旧の名品を

所蔵するコレクターとして知られました。一方、岩崎新太郎は、東

都の新進の日本画家たちや、東西の南画家たちの作品までを網

羅した新画のコレクターとして知られました。�

　「職人尽歌合図巻」（右上図）など、新たにご

寄贈いただいた井村コレクションの初公開を含

め、飯田を代表するコレクションによって、古き時

代の飯田の気風をご紹介します。�

� 11月16日F～12月24日)


